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開催日：2022年6月9日（木）
会場：山田町中央公民館・

山田町立鯨と海の科学館

3
年
ぶ
り
の
対
面
開
催
の
今
大
会
は 、
コ
ロ
ナ

禍
制
限
参
加
者
数
3
5
0
人
に
対
し 、
会
員

3
4
8
人
が
集
い 、
山
田
町
佐
藤
信
逸
町
長
を
は

じ
め 、
岩
手
県
教
育
委
員
会
佐
藤
博
教
育
長 、
山

田
町
教
育
委
員
会
佐
々
木
茂
人
教
育
長 、
山
田
町

議
会
昆
輝
雄
議
長
ご
臨
席
の
も
と
開
催
し
ま
し
た 。

主
催
者
挨
拶

岩
手
県
地
域
婦
人
団
体
協
議
会
及
川
公
子
会
長

"
i

』』[]]

く
思
い
ま
す 。
2
0
1
1

年
3
月
11
日
に
今
ま
で

経
験
し
た
こ
と
の
な
い
強
い
地
震 、
そ
し
て
津
波
に

見
舞
わ
れ
ま
し
た 。
被
害
の
大
き
かっ
た
沿
岸
部
の

女
性
団
体
は 、
被
災
者
で
あ
り
な
が
ら
婦
人
会
組

織
を
活
か
し 、
炊
出
し
や
避
難
所
の
衛
生
面
な
ど

を
保
つ
活
動
を
展
開
さ
れ
ま
し
た 。
本
日
は
IJ

レ
ー
ト
ー

ク
で
被
災
地
の
山
田
町
婦
人
団
体
協
議

会
の
歩
み
と
婦
人
会
活
動
に
つ
い
て
学
び 、
こ
こ

に
集
っ
た
多
く
の
皆
様
と
共
有
し
た
い
と
思
い

ま
す 。

開
催
地
歓
迎
の
言
葉

山
田
町
婦
人
団
体
協
議
会
後
藤
夕
香
里
会
長

東
日
本
大
震
災 、

＂
叫
叫

す 。
仮
設
住
宅
生
活
を
経
験
し
な
が
ら 、
今
は
H
常

生
活
を
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す 。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す 。
こ
こ
山
田
町
は「
響
き
ま
す
人 、

海 、
森
の
ハ
ー

モ
ニ
ー
S

み
ん
な
で
創
る
ひ
と
と
産

業
が
元
気
な
ま
ち
山
田
町
S」

が
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
で
す 。
水
産
業
や
農
業
も
復
興
に
向
け
て
前
進

し 、
明
る
い
ニ
ュ
ー

ス
も
増
え
て
き
ま
し
た 。
今
日

は 、
私
た
ち
が
震
災
当
時
の
活
動
や
解
散
危
機
を

乗
り
越
え 、
ど
の
よ
う
に
震
災
前
の
会
員
数
を
維

持
し
て
き
た
か
を
皆
様
に
お
伝
え
し
た
い
と
思
い

ま
す。
こ
れ
か
ら
の
蠅
人
会
の
道
し
る
べ
を
探
っ
て

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す 。
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65回岩手県地域婦人大会

リレートーク

全国女性会 （第三種郵便物認可）1部30円

（都道府県の活動紹介〇岩手県］

テーマ

東日本大震災からの復興とこれから
～いのちを守る安全安心な地域づくり被災地の歩みと婦人会活動～

テーマ：被災地の歩みと婦人会活動

真っ赤な腕幸とスカ ー フで出迎えて
くれた会場案内の皆様
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食歯舞漁業協同組合

北
方
領
土
返
還
要
求
運
動
が
国
民
運
動
と
し
て

定
着
す
る
た
め
に
は 、
日
本
全
国
ど
の
地
域
で
も
こ

の
運
動
が
しつ
か
り
と
地
に
根
を
下
ろ
す
こ
と
が
何

よ
り
も
大
切
で
す 。
そ
の
た
め
に
は 、
各
地
で
個
々

に
運
動
を
続
け
て
い
た
各
種
の
団
体
を
糾
合
し 、
領

士
返
還
を
願
う
地
域
住
民
の
声
を
結
集
す
る
と
と

も
に 、
さ
ら
に
多
く
の
住
民
が
運
動
に
参
加
で
き
る

基
礎
を
確
立
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
し
た 。
こ
の
要

求
に
応
え
る
形
で 、
地
域
に
お
け
る
北
方
領
土
返

還
要
求
運
動
の
推
進
碁
盤
と
し
て 、
北
方
領
士
の

返
還
を
要
求
す
る
県
民
会
議
が
組
織
さ
れ
て
い
き

ま
し
た 。
1
9
7
0
年（
昭
和
45
年）
9
月
15
日 、
北

方
領
上 、
北
方
海
域
に
深
い
関
わ
り
を
持
っ
て
い
た

宮
城
県
に
お
い
て 、
「
北
方
領
土
返
還
促
進
並
び
に

漁
業
の
安
全
操
業
に
関
す
る
宮
城
県
民
会
議」
が

設
立
さ
れ
ま
し
た 。
こ
れ
は 、
北
海
道
以
外
で
初
め

て
設
立
さ
れ
た
県
民
会
議
で
し
た 。
次
い
で 、

1
9
7
3
年（
昭
和
48
年）
5
月
20
H 、
青
森
県
に

「
青
森
県
北
方
領
土
返
還
促
進
協
議
会」
が
設
立
さ

れ
ま
し
た 。
と
も
に
漁
業
そ
の
他
の
面
で
北
方
領
土

と
関
係
の
深
い
県
で
し
た 。
1
9
8

7
年（
昭
和
62
年）
3
月
11
日 、
島

根
県
に
お
け
る
県
民
会
議
の
結
成

を
もっ
て 、
全
都
道
府
県
に
県
民
会

議
の
設
置
を
み
る
に
至
り
ま
し
た 。

茨
城
県
で
は
組
織
の
事
業
の
マ

ン
ネ
リ
化
防
止
に
努
め
な
が
ら 、

若
い
世
代
へ
の
運
動
の
継
承
を
目

標
に
活
動
し
て
き
ま
し
た 。
県
独

自
の
活
動
と
し
て
は 、
教
育
者
会
議
と
連
携
し
て

中
学
校
に
お
け
る「
北
方
領
土
パ
ネ
ル
巡
回
展」
を

県
内
70
校
で
開
催
し
て
い
ま
す 。
こ
の
パ
ネ
ル
巡
回

展
は
展
示
パ
ネ
ル
12
枚
を
1

セ
ッ
ト
と
し 、
ス
テ
ッ

カ
ー 、

北
方
領
土
ク
イ
ズ
チ
ラ
シ（
各
学
校
生
徒

数） 、
ロ
シ
ア
大
使
館
へ
の
ハ
ガ
キ
作
戦
チ
ラ
シ
お
よ

び
ハ
ガ
キ 、
タ
イ
ト
ル
看
板
等
を
準
備
し
中
学
校
で

展
示
し
て
も
ら
う
と
い
う
取
り
組
み
で
す 。
こ
れ
ら

の
パ
ネ
ル
な
ど
を 、
広
い
県
内
に
点
在
す
る
全
学
校

分
準
備
す
る
こ
と
は
難
し
い
た
め 、
県
内
を
6
ブ

ロ
ッ
ク
に
分
け
て
ブ
ロ
ッ
ク
内
の
中
学
校
を
1

週
間

ご
と
に
巡
回
し
て
い
き
ま
す 。
そ
の
際 、
パ
ネ
ル
な

ど
を
ブ
ロ
ッ
ク
の
1

番
目
の
展
示
校
へ
届
け
る
の
も

事
務
局
の
茨
城
県
女
性
会
の
役
目
で
す 。
2
番
目

の
展
示
校
へ
は
1

番
目
の
展
示
校
か
ら
届
け
て
も

ら
い
ま
す 。
そ
う
し
て
最
終
学
校
で
の 。ハ
ネ
ル
巡
回

展
が
終
了
し
た
時
に
回
収
し
に
行
く
こ
と
も
女
性

会
か
担
っ
て
い
ま
す 。
県
内
広
域
に
市
町
村
毎
の
女

性
会
か
あ
る
か
ら
こ
そ
の
機
動
力
で
す 。

ヽ

ノ

進
行
総
括

登
壇
者

吉
川
淑
子（
山
田
町
荒
川
地
区
前
会
長）

野
田
和
子（
山
田
町
婦
人
団
体
協
議
会
前
会
長）

菊
地
み
ち
子（
山
田
町
田
の
浜
地
区
会
長）

後
藤
夕
香
里（
山
田
町
婦
人
団
体
協
議
会
会
長）

木
村
千
種（
山
田
町
山
田
地
区
前
会
長）

三
橋
俊
文（
岩
手
県
教
育
委
員
会）

「
震
災
当
時
の
様
子
は」
（
三
橋）

●
田
の
浜
地
区
は 、
7
割
が
被
災 、
会
員
30
名
が

亡
く
なっ
た 。
私
は 、
1

晶
齢
の
両
親
と
行
方
の
分
か

ら
な
い
親
族
の
こ
と
で
手一
杯
で
婦
人
会
活
動
す

る
気
持
ち
に
な
れ
な
かっ
た 。（
菊
地）

●
当
日
は
何
も
持
た
ず
逃
げ
る
の
が
精一
杯 。
大

浦
地
区
は
道
路
が
寸
断 、
3
日
間
孤
社
し
た 。

やっ
と
携
帯
電
話
が
つ
な
が
り
各
地
区
会
長
に
連

絡
が
で
き
た
が 、
自
分
た
ち
の
事
で
精一
杯
で
婦

人
会
活
動
に
は
気
持
ち
が
い
か
な
い
と
言
わ
れ

…
… 。（

野
田）

●
私
は
役
場
の
庁
舎
に
い
ま
し
た 。
荒
川
婦
人
防

火
ク
ラ
ブ
が
震
災
当
日
か
ら
炊
出
し
を
始
め 、
4

月
8
日
ま
で
毎
朝
4
時
か
ら
3
千
個
の
お
に
ぎ

り
を
作っ
て
い
た 。（
吉
川）

「
解
散
危
機
を
乗
り
越
え
ら
れ

た

理

由
と

山

田

町

独

自
の
エ

夫
し
た
点
は」

竺
橋）

●
私
自
身
被
災
し
5
ヶ
月
間
親
戚
宅
で
生
活
し

た 。
食
材
の
確
保
が
大
変
で
命
の
危
機
さ
え
も
感

じ
た 。
事
実
上
山
田
地
区
は
解
散
状
態
だ
っ
た 。

し
か
し 、
野
田
さ
ん
に
会
う
た
び
声
を
か
け
て
い

た
だ
い
て
い
る
う
ち
に「
婦
人
組
織
が
無
く
な
る

の
は
大
変
な
こ
と
！

活
躍
す
る
の
は
女
性 。
女
性

が
声
を
上
げ
な
く
て
は
！

既
存
の
女
性
団
体
を

基
盤
と
し
て
活
動
し
よ
う」
と
思
え
た 。（
木
村）

●
地
区
会
長
が
行
方
不
明
の
中 、
仮
設
住
宅
を
ま

わ
り
会
員
の
安
否
確
認
を
し 、
名
簿
作
り
↓
班
長

体
制
↓
組
織
の
立
て
直
し 。
「
婦
人
会
便
り」
を
作

り
こ
れ
を
通
し
て
会
員
同
士
の
つ
な
が
り
を
も
っ

た 。
地
域
の
為
に
行
う
活
動
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い 。
自
治
会
活
動
は
ど
う
し
て
も
男
性
が
多
く
強

い 。
婦
人
な
ら
で
は
の
配
慮
と
意
見
の
言
え
る
場

を
持
て
る
よ
う
に
し
た 。（
菊
地）

●
全
国
か
ら
の
物
資
等
支
援
が
あ
り 、
各
地
区
会

へ
の
分
配
や
炊
出
し
等
の
支
援
が
会
員
と
の
絆
に

つ
な
が
っ
た 。
県
婦
協
か
ら
物
資
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
見
舞
金
を
は
じ
め
会
費
や
研
修
会
参
加
費

の
免
除
等
の
支
援
が
あ
っ
た 。
リ
ー

ダ
ー
と
し
て

の
大
変
さ
を
感
じ
な
が
ら 、
女
性
の
他
団
体
と
連

携
を
取
り
な
が
ら
も
う一
度
会
を
立
ち
上
げ
た 。

（
野
田）

●
み
ん
な
の
気
持
ち
を一
っ
に
す
る
キ
ッ
カ
ケ
と

し
て 、
今
大
会
で
も
使
え
る
腕
章
と
ス
カ
ー

フ
を

作
成
し
県
婦
協
に
贈
っ
た 。
ま
た 、
婦
人
会
独
自

で
研
修
会
を
開
催
す
る
な
ど
会
員
同
士
の
つ
な

が
り
が
強
く
なっ
て
い
る 。（
後
藤）

「

今
後
に

伝
え
た
い
こ

と
は」

（
三
橋）

●
震
災
後 、
婦
人
会
の
大
切
さ
や

組
織
力
の
強
さ
を
知
り
ま
し
た 。

当
時
の
会
長
の
人
柄
と
ぶ
れ
な
い

婦
人
会
活
動
に
惹
か
れ
私
も
会

員
に
な
っ
て
い
ま
す 。
あ
の
時
の
気

持
ち
を
忘
れ
ず
に
婦
人
会
を
維

持
し
て
い
き
ま
し
ょ
う 。（
木
村）

●
継
続
す
る
強
い
気
持
ち
で 。

（
吉
川）

●
支
援
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ 、
続

け
て
こ
ら
れ
た 。
「
活
動
を
見
て
い

て
く
れ
る
人
が
い
る」
を
信
じ
て

こ
れ
か
ら
も
＂る（
菊
地）

●一
本
の
柱
よ
り
数
本
の
柱
で
支

え
る
方
が
よ
り
強
い 。
多
く
の
支

援
に
感
謝
し
て
進
ん
で
い
き
ま

し
ょ
う 。（
野
田）

●
生
き
る 、
関
わ
る 、
つ
な
ぐ 。一

緒
に
頑
張
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う 。

（
後
藤）

第553号

山田大会

木村千種 菊地みち子 吉川淑子
後藤夕香里 野田和子

（登壇者5名）

参
加
者
の
感
想

●
と
も
す
る
と「
解
散」
「
め
ん
ど

く
さ
い」
が
口
に
す
る
言
葉
で
し
た 。

リ
レ
ー
ト
ー
ク
の
5
人
の
方
の
話

を
聞
い
て
猛
省 。

●
被
災
地
で
は
い
か
に
命
を
つ
な

ぐ
こ
と
が
大
変
だ
っ
た
か
想
像
を

絶
し
た 。

●
感
謝
す
る
気
持
ち
や
助
け
合
う

気
持
ち
の
大
切
さ
を
再
確
認 。
婦

人
会
の
組
織
力
の
強
さ
を
知っ
た 。

●
婦
人
会
が
知
恵
を
出
し
合
い
地

域
に
貢
献
す
る
こ
と
で
人
が
集

まっ
て
く
る 。
私
た
ち
も
会
員
増
に

努
め
た
い 。

●
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
れ
ば
何

だ
っ
て
乗
り
越
え
ら
れ
る
こ
と
を

学
ん
だ 。
素
晴
ら
し
い
大
会
だ
っ
た 。

●
今
度
家
族
を
連
れ
て
ゆ
っ
く
り

鯨
と
海
の
科
学
館
を
見
た
い 。

●
短
い
時
間
の
大
会
で
し
た
が 、

素
晴
ら
し
い
企
画
で
し
た 。
参
加

し
て
良
かっ
た 。

LPガスのこと、
なんでもご相談ください！

全国LPガスお客様相談所

03-3593-1100
【ご相談専用】受付時間9: 0 0~17:00（土曜・日曜・祝日除く）
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第553号 （第三種郵便物認可）1部30円 全国女性会

八千代第一中学校に展示された北方領土パネル

」
＝

北方頷土中学校

パネル巡回展
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三 全国47椰道府県沖、皆で特殊詐徴被書を�--,

戸；：ニエか饂し合ってみてください．

ぽ「家族の絆で勝つ！」ストップ、オレオレ詐欺。
不審な孟話は、 警察に連絡を。SOS47寄益器坦�:＇ 匿！

女性会では全国の特殊詐欺被害撲滅
に向けて活動しています。

依然として被害が発生している中で 、
警察庁特別防犯対策監を務める杉良太
郎さんたちが全国で対策をしています。
杉さんの呼びかけにより「ストップ・オレ
オレ詐欺47(50S47）～家族の絆作戦～
プロジェクトチ ーム」と称し、伍代夏子さ
んをはじめ、コロッケさん、城島茂さん、
松本利夫(EXILE)さん、橘慶太さん、）l|栄
李奈さん、飯豊ま りえさん、吉原朝馬さ
ん、乃木坂46さん、AKB48さん、SKE48さ
ん、NMB48さん、HKT48さん、STU48さん
が警察庁特別防犯支援官として、全国で
相次ぐ特殊詐欺 の被害を食い止めるた
め活動をしています。

ぜひ、女性会としてもプロジェクトチー

ムと連携して、対策を強化していきたいと思っております。

①不審な電話は、警察に連絡を！
1本の不審な電話があったという連絡を受けると、警察はその電話があったエリアの警

戒を強化する、犯人側が使っていた電話番号を使えないようにするなどの対策をとって
います。怪しい竃話がかかってきたことやその番号を警察に知らせることは立派な対策
活動です。不審な電話があったときは最寄リの警察署か＃9110に電話をしてください。地
道な活動ではありますが、これらの継続が新たな被害者を生まないことにつながります。

GoI力とテナプ，，，

＆心ぬ日本ガス協会
http●:1/www......,.jp/ 
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不審な電話等を受けた際は、最寄りの警察署や警察相談専用電話「＃9110」等にこ‘相談を！！

②「後期高齢者医療制度改正」に関する詐欺に注意！
後期高齢者医療制度の改正により、令和4年10月1日から後期高齢者医療における窓

口負担割合が見直されます。
その対象となる方で、高額療養費の口座が登録されていない方には、令和4年秋ごろ

に自治体等から高額療養費の口座登録のため申請書が郵送（登録済みの方を除く）さ
れますが、そのことを巧みに利用しお金を謳し取ろうとする詐欺が発生しています。

厚生労働省や自治体等が、

●電話や訪問で口座情報登録をお願いすることや、

キャッシュカ ー ドや通帳等をお預かりすること

●ATMの操作をお願いすること

は絶対にあリません！

⑧皆様に下記こ意見・アイデア・こ要望を随時、
募集致します。

「こんな啓発活動をしたい」、 「ポスターをはリたいので、複数枚ほ

しい」 「こんな手口に願されてしまった」など、皆様のこ意見やアイ

デア、こ要望をお聞かせください。随時、 「S0S47～家族の絆作戦

～プロジェクトチーム」に提出いたします。皆様のこ意見が特殊詐

欺の被害を防ぎます！
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